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中 村 尚 弘 
 
はじめに 
2007 年 9 月の国際連合総会での「先住民族の権利に関する国際連合宣言」（以下、「国連
















































されているので、そちらを参照してほしい（例えば中村 2009；小笠原 1990；関口 2007；














圏では、政策統治（DeVerteuil and Wilson 2010；Peters 2005；2011）、ホームレス（Peters 2012）、
住宅問題（Gagné 2013；Walker 2008；Walker and Barcham 2010）、健康（Van Herk, Smith and 
Tedford Gold 2012）、居住分布（Forrest, Poulsen and Johnston 2009；Starchenko and Peters 2008）、
女性と先住民族の権利（Peters 2004）、差別（Paradies and Cunningham 2009）など多岐にわ
たり、日本語にも既往研究を見つけることができる（例えば青柳・松山 1999）。中でも重
要な問題は、アイデンティティと先住民族への帰属確認である。すなわち、誰が先住民族
に帰属し、誰がその決定を行うか、ということである （Lawrence 2004；Lobo 2001；Peters 






















国では 1960 年から、カナダにおいては 1996 年国勢調査から自己認識により先住民族への
帰属が確認されるようになった。その結果、この 2 国では、先住民族の統計上の絶対数が
劇的に増加している（Gonzales 2001：170）また、「国連宣言」第 3 条も先住民族への帰属
は自己認識を考慮すると述べており、このような傾向に国際的な基準を与えているといえ
























































ある。（アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会 2009：30）  
 
こうして、北海道外アイヌの生活実態調査を行い、今後の民族政策を方向性を全国レベル




に所属する専門家 3 名、北海道アイヌ協会から 2 名、そして関東ウタリ会リーダー1 名で












したのは 241 世帯（318 人）にとどまり、この世帯に 2010 年 12 月に調査票が郵送された 2。
最終的には、210 人、153 世帯から回答が寄せられている。そのうち 91 世帯は首都圏居住
者であり、25％は東京都に住んでいた。北海道外アイヌ作業部会委員会のメンバーが回答





































き（例えば Cotterill 2011；Watson 2014a）、参加者が少なかったことは政策推進作業部会で

















部会 2011：1；北海道外アイヌ作業部会議事概要 2011 年 1 月 28 日；北海道外アイヌ作業
部会委員への聞き取り）。  
北海道外アイヌへの生活実態調査実施への困難さは、各所に見ることができる。まず、
北海道外アイヌ作業部会では、東京都が実施した 1974 年と 1988 年の調査で調査員となっ
た宇梶静江・八幡智子に話を聞いている。これらの調査では、401 世帯（679 人）と 518
世帯（1134 人）がそれぞれ参加し（東京都企画調整局調査部 1975；東京都企画審議室 1989；

























っていただけるよう願ってやまない。（浦川静江、小笠原 1990：156-157 に引用） 
 
八幡は、1989 年の調査で経験したストレスからもう調査員を引き受ける気はないと述べて


































離れたと述べている（北海道外アイヌ作業部会議事概要 2010 年 3 月 11 日、2011 年 4 月 16























































国民を納得させられるとも言える（北海道外アイヌ作業部会議事概要 2010 年 3 月 11 日；
北海道外アイヌ作業部会委員への聞き取り；濱田 2014；新藤 2014 も参照）。北海道外アイ
ヌ作業部会では、北海道外アイヌの約 90％は戸籍によりアイヌ民族への帰属を証明するこ
とができると推定している（北海道外アイヌ作業部会議事概要 2011 年 1 月 28 日、政策推
進作業部会議事概要 2013 年 4 月 19 日）。 
しかし、最終的には調査対象者は「明治以降、北海道から北海道外に転居したアイヌの










概要 2011 年 1 月 28 日）。しかし、その後の政策推進作業部会では、基本的には戸籍により
アイヌ民族への帰属を確認して政策の対象者かどうかを判断する方針で議論が進んでいる



















































り、週に 5 日通ってこられる方を対象に技術指導するとか、刺繍をびっしり 3 カ月間
でここからここまでの技能を身につけてもらえる訓練をするとか、何でもいいと思う。
何がやりたいのかとこういうアンケートを出すのではなくて、首都圏に住んでいるア
イヌの方で、ここへ週 5 日なり通ってこられる方として例えば 4 月から何カ月間やり
ますよとか、そういう呼びかけのようなことを考えていただけないものか。（政策推進





























適切な助言をくださった査読者の方に御礼申し上げる。なお、本稿は Environment and Planning A
に掲載予定の論考の一部を筆者が異なる読者層に向けて翻訳、修正したものである。初出：Nakamura, 
N. (in press) Being Indigenous in a non-Indigenous environment: identity politics of the Dogai Ainu and new 






2: 2011 年 6 月 6 日、第 177 回国会決算委員会での紙智子の発言による。 
URL: http://www.kami-tomoko.jp/sitsumon/177/110606.html 
3: 北海道アイヌ協会ホームページ URL: http://www.ainu-assn.or.jp/about03.html 
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